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 本ガイドはトップエスイーを１年間受講するにあたり、講義受講環境や演習実行環境、そして、受講をサ

ポートするシステムについて、知っておいて頂きたいことをまとめたものです。 

1. 講義受講環境 
 

 遠隔受講では，講義の様子の映像と講義資料のスライドを配信し、他方受講生からの質問等を受け付ける

ため、Zoom というサービスを利用します。 

  遠隔受講のためには、PC 等の Zoom がサポートするデバイスと、スピーカーやヘッドフォン、マイク等

を用意して下さい。PC、スマホ、タブレットにてアプリを入手して利用できます。講義開始時刻の 10 分程

前に、アクセスをして下さい。以下は遠隔講義の参加に必要な情報です。 

✓ Zoom のサイト：https://zoom.us/jp-jp/meetings.html 

✓ Meeting ID：850 5345 0792 

✓ パスコード：JcE3YYfx 

 Zoom のサイトに接続して、「ミーティングに参加する」をクリックし、前記の Meeting ID を入力する

とミーティングに参加できます。 

 それとは別に、Web ブラウザで講義に直接接続することも可能です。URL は次の通りです。 

✓ https://us02web.zoom.us/j/85053450792?pwd=ekYvcXVJR0FMLzJYYlBhT0xoVkFNQT09 

 この URL により、Zoom に接続して、該当する Zoom のミーティングに直接入るので、すぐに講義に参

加できます。 

 Web ブラウザでの初回アクセス時には、Zoom のインストーラがダウンロードされます。受け入れてイ

ンストーラを起動し、インストールを行って下さい。自動的に Zoom が立ち上がります。 

 ミーティングに入るときに、名前を入力するように促されます。日本語で入力して下さい。すでに遠隔配

信の準備が完了していれば、講義に参加できます。 
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2. 演習環境 
 

 トップエスイーの講義では、演習に多くの時間を充てて知識の定着を図ります。ディスカッションだけの

演習もありますが、各種ツール類を使って、設計や実装を行う演習もあります。このツール類は、個人の

PC/Mac にインストールして利用することもできますし、クラウド上で予め用意されているデスクトップ

環境で利用することもできます。このクラウド上のデスクトップ環境には、個人が円滑に演習を実施できる

ようにするためにツール類が予めインストールされています。ここでは、まず、このクラウド上のデスクト

ップ環境について説明をします。 

 また、ツール類を個人の PC/Mac にインストールして利用する場合に、知っておいて頂きたいことと、

個人の PC/Mac を国立情報学研究所の 1906B 室に持ち込まれる際に、知っておいて頂きたいことを説明し

ます。 

 最後に、Zoom を使って、大勢のメンバで議論をする際に便利なサービスについて紹介します。 

 

 

クラウド上のデスクトップ環境 

 演習で利用するツール類は、予めそれらをインストールした環境が、AmazonEC2 上に用意されています

ので、そこにアクセスして利用して頂くことができます。ここでは、この環境にアクセスするための手順に

ついて、説明します。 

 まず、Web ブラウザで、次の URL にアクセスしてください。 

URL：https://262893265626.signin.aws.amazon.com/console 

すると、次のようなサインインの画面が表示されますので、Account ID、IAM user name、Password を次

のように入力して、サインインボタンをクリックしてください。 

Account ID：262893265626 

IAM user name：(事務局から年間を通して利用できる ID をお伝えします。図の例：topse31999) 

Password：(事務局から初期パスワードをお伝えします。) 

 

http://262893265626.signin.aws.amazon.com/console
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すると、初回については、パスワードの変更を要求する画面に遷移しますので、言語の選択リストから日本

語を選択した後に、新しいパスワードを設定して、ボタン 

パスワード変更の確認 

をクリックしてください。 

 

すると、次のような画面に遷移します(2 回目以降のサインインでは、新しいパスワードを利用すること

で、次の画面に直接遷移します) 。 

 

そこで画面右上にあるリージョン選択メニューをクリックして 

 

選択リストの中から 
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アジアパシフィック (東京)ap-northeast-1 

を選択してください。そして、同じページ内にあるリンク 

EC2 

をクリックしてください。すると、次の EC2 ダッシュボードのページに遷移します。 

 

この中でリンク 

インスタンス(すべての状態) 

をクリックしてください。すると、次のインスタンス一覧のページに遷移します。 

 

以後、Windows デスクトップを利用する前提で説明します。 

この一覧の中で、インスタンスの状態に”停止済み”と表示されている受講生用の Windows インスタンスを

任意に選び、先頭のチェックボックスをクリックしてチェックを付けます。（大学の PC ルームのように、

インスタンスを個人に一つずつ割り当てるのでなく、必要の際に空いているインスタンスを任意にご利用く

ださい。） 

そして、プルダウンメニュー 

インスタンスの状態 

から、 

インスタンスを開始 

を選択します。しばらく時間が経つと、インスタンスの状態が”実行中”に変化します。 

その後、ボタン 

接続 

をクリックしてください。すると、次のページに遷移します。 

https://ap-northeast-1.console.aws.amazon.com/console/home?region=ap-northeast-1
https://ap-northeast-1.console.aws.amazon.com/console/home?region=ap-northeast-1
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ここで、さらにタブ 

RDP クライアント 

をクリックすると、次のページに遷移します。 

 

もし、ローカルで WindowsPC を利用している場合には、ボタン 

リモートデスクトップファイルをダウンロード 

をクリックして、さらに、ダウンロードしたファイルをダブルクリックしてください。すると、次のダイア

ログが現れます。 

 

ここで、ボタン 

接続 
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をクリックすると、次の認証ダイアログが現れますので、パスワードの欄に、 

*p8ePz@f5kn-srcRq3z5dj3KHODDU(LS 

と入力してください。 

 

すると、証明書エラーのダイアログが現れますが、構わず 

はい 

をクリックすると、次のようなリモートデスクトップ画面が現れます(これでアクセス完了です)。 

 

もし、ローカルで Mac を利用している場合には、Microsoft Remote Desktop 等のツールを使い、先に載

せた 

インスタンスに接続 

のページに表示された Public DNS とユーザー名、そして、パスワードとして 

*p8ePz@f5kn-srcRq3z5dj3KHODDU(LS 

を設定して、接続してください。 

なお、利用を終了するときには、リモートデスクトップ画面の中で、Windows のシャットダウン操作を

してください。すると、先に挙げたインスタンス一覧におけるインスタンスの状態が、”停止済み”に戻りま

す(リモートデスクトップとのコネクションを切断するだけでインスタンスの動作が停止しません。インス

タンスの状態が”停止済み”になっていないと、課金され続けることになりますので、この操作は終了時に必

ず実行してください)。 
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また、利用を終了する際には、リモートデスクトップ上で作成したファイルは、必ずローカル PC の方に

移すようにしてください。通常のウィンドウ間で、ファイルをコピー/ペーストするのと同じ操作で、ロー

カル PC に移すことができます。インスタンス更新（不定期）のたび、ストレージがリセットされるため、

これ（ファイルのローカル保存？）を行わないと、ファイルを消失することになりますので、ご留意くださ

い。 

 

個人 PC/Macを利用する場合の留意点 

 個人の PC/Mac にツール類をインストールする場合、講義科目ごとに利用するツールとそのインストー

ル方法を示した Web ページの URL が、一覧の形でまとめられて、後述する LMS のコース 

2022-share 共有情報 

に 

講義利用ツール一覧表.xlsx 

というファイルで掲示してありますので、ご覧ください。 

また、個人の PC/Mac を国立情報学研究所の 1906B 室に持ち込んで受講することが可能です。そのため

に、受講生全員に、Wi-Fi のアカウントを配布します。このアカウントは eduroam という高等教育機関や

研究機関等において、国際的に相互利用が可能なローミングサービスのアカウントで、国立情報学研究所内

では、1906B 室以外でも利用できるワイアレスネットワークです。1906B 室の Ethernet 端子もご使用いた

だけます。なお、AC100V の電源コンセントは自由に使っていただいて構いません。 

  

VPN の利用方法 

 一部の講義では、NII のネットワーク内に構築されているクラウド環境を利用して、演習を実施します。

そのために、NII のネットワーク環境に、外部から入り、NII 内でネットワークを使っているのと同様に利

用できるようにするために、VPN で接続できるようにしています。 

 VPN 接続の方法として、Windows 7/8/10 では、PacketiX と L2TP/IPsec、SSTP の 3 つから選べま

す。OS X では L2TP/IPsec、Ubuntu では SSTP での接続が可能です。PacketiX は専用クライアントソフ

トをソフトーサ社のサイトからダウンロード、インストールして使います。以下に、設定情報のサマリーを

掲載します。 

PacketiX 接続時の設定情報 

ホスト名 edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp 

ポート番号 443 

仮想 HUB 名 edubase 

ユーザー認証-認証の種類 Radius または NT ドメイン認証 

ユーザー名/パスワード LMS と同じもの 
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L2TP/IPsec 接続時の設定情報 

サーバ edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp 

アカウント名/パスワード LMS と同じもの 

事前共有鍵 vu35CZ924=zx 

認証プロトコル PAP (設定不要な場合もあります) 

OS X では、「詳細」ボタンを押して表示されるシートの「オプション」タブで、「すべてのトラフィ

ックを VPN 経由で送信」のチェックボックスを入れる必要があります。 

SSTP 接続時の設定情報 

サーバ edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp 

アカウント名/パスワード LMS と同じもの 

認証プロトコル PAP (設定不要な場合もあります) 

 

 

Windows 10 での VPN 設定方法（L2TP, SSTP） 

 スタートメニューの左端にある「設定」アイコンをクリックします。そして、表示されるパネルで「ネッ

トワークとインターネット」を選択します。右のようなパネルになるので、左側から「VPN」を選択し、

右側で「VPN 接続を追加する」をクリックします。 

 VPN の接続の編集において、VPN プロバイダーは「Windows(ビルトイン)」を選択します。接続名は任

意の名前を設定します。サーバ名またはアドレスでは「edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp」としていしま

す。VPN の 種類とサインイン情報の種類はそのままにします。ユーザー名とパスワードは、配布されたア

カウントを指定します。そして、「保存」ボタンをクリックします。 
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VPN サーバへの接続と切断 

VPN の一覧に新しい項目が追加されます。クリックしてボタンが見える状態にして「接続」ボタンをク

リックすると、接続されます。切断するには、同じ設定パネルに見えている「切断」ボタンをクリックしま

す。 

 

接続設定の変更 

 ここまでの手順では、

SSTP による接続を行いま

した。設定を変更するに

は、「ネットワークとイン

ターネット」の「状態」等

にある「アダプタのオプシ

ョンを変更する」をクリッ

クして以下のような接続設

定がアイコンとして見えて

いるウィンドウを表示しま

す。 

 

 アイコンを右クリックして「プロパティ」を表示し、「セキ

ュリティ」のタブを選択します。VPN の種類から、

L2TP/IPsec を選択することができます。「認証」は、MS-

CHAP v2 を選択して下さい。 

 

 

PacketiX VPN クライアントのインストール 

 SoftEther の VPN クライアントである PacketiX VPN で

も、トップエスイーの講義室のネットワーク環境に接続するこ

とができます。現在、OS X 版は実験的な実装となっています

が、Windows については正式版が無償で配布されています。

以下のサイトよりダウンロードします。 
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http://www.packetix-download.com/ja.aspx

 

 ページの最初の部分で、ダウンロードするソフト

ウェアとして「PacketiX VPN (Commerical)」を選

択します。コンポーネントは「PacketiX VPN 

Client」を選択します。プラットフォームは

「Windows」を選択します。その場合、CPU の選択

肢は自動的に１つに決まりますが、他のプラットフ

ォームでは選択が必要な場合があります。 

 サイトより、exe 形式のインストーラがダウンロ

ードされるので、ダブルクリックしてインストール

を行います。インストーラのウィンドウが開きま

す。以下、指示通りにインストールすれば良いた

め、すべてのインストールの画面は提示しません。 

 途中でインストールするソフトウェアの種類を選択す

る画面になります。そこでは、「PacketiX VPN 

Client」を選択します。 

 

 

 

 

http://www.packetix-download.com/ja.aspx
http://www.packetix-download.com/ja.aspx
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PacketiX での接続のための設定 

 インストール後、

「PacketiX VPN クライアント

接続マネージャ」を起動しま

す。スタートメニューの項目

に追加されています。そし

て、最初に、「新しい接続設

定の作成」という項目がある

ので、ダブルクリックしま

す。 

仮想 LAN カードの設定がないので、新たに作る

かどうかをたずねています。ここでは「はい」を

クリックして、仮想 LAN カードの作成を行いま

す。 

仮想 LAN カードの名前を指定します。名前は

VPN あるいはその後に数字を加えたものしか許さ

れないので、ルールに従って名前を付けます。 

仮想 LAN カードの名前を指定します。名前は

VPN あるいはその後に数字を加えたものしか許さ

れないので、ルールに従って名前を付けます。 

しばらく待つと、仮想 LAN

カードが作成されて、ウィンド

ウの下半分に新しい項目が増え

ています。 ここでもう一度、

「新しい接続設定の作成」をダ

ブルクリックします。すると、

設定のダイアログボックスが表

示されます。必要な設定を行い

ます。「接続設定名」は任意の

識別可能な名前を入力します。「ホスト名」は「edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp」と入力します。ポート

番号は規定値の「443」のままにします。 

仮想 HUB 名には「edubase」と入力します。「使用する仮想 LAN カード」は、直前に作られた項目が

選択されているのを確認します。「ユーザー認証」の「認証の種類」は「RADIUS または NT ドメイン認

証」を選択し、「ユーザー名」と「パスワード」は、LMS やシンクライアントにログインをするときのア

カウントを指定します。OK ボタンをクリックして、設定を確定させます。 
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PacketiX での接続と切断 

 新たに作られた設定（ここでは

「TopSE-Network」）をダブルク

リックすると接続されます。接続

されると、状態が「接続完了」に

なります。 

 

 切断するには、接続設定の項目

を右ボタンでクリックして、ポッ

プアップメニューから「切断」を

選択します。 

 

 

macOS での L2TP の設定 

 システム環境設定の「ネットワーク」で設

定を行います。ネットワーク環境を新しく作

らないで、通常利用しているもの（「自動」

など）をそのまま利用します。 

左側に VPN のための設定項目がない場合

には、左下の＋をクリックしてシートを表示

し、「インタフェース」に「VPN」、
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「VPN タイプ」に「L2TP over IPSec」を

選択します。サービス名は自由に付けられ

ますが、既定値のままでもかまいません。 

左側のリストで VPN の項目名を選択しま

す。「構成」のポップアップメニューから

「構成を追加」を選択します。 

接続設定に付ける名前を入力するシート

が表示されるので、適当な名前を設定し

て、「作成」ボタンをクリックします。 

 

「構成」が作成したものになっていること

を確認して、サーバアドレスに、 

edubase-vpn.cb.ecloud.nii.ac.jp 

「アカウント名」にユーザー名（LMS や

シンクライアントのログインで使用するも

の）を指定します。 

 

「認証設定」ボタンをクリックして、シ

ートを表示します。「ユーザー認証」の

「パスワード」は、自分のアカウント

（LMS やシンクライアントのログインで使

用するもの）のパスワードを指定します。

「コンピュータ認証」の「共有シークレッ

ト」には、 

vu35CZ924=zx 

とキータイプします。 

 「OK」ボタンを押して確定します。その

後に「適用」ボタンを押して設定を確定し

ます。接続に失敗する場合には、「詳細」

ボタンをクリックして表示されるシートに

ある「オプション」タブで、「すべてのト

ラフィックを VPN 経由で送信」のチェック

ボックスを入れます。 



15 

 

macOS での接続と切断 

システム環境設定の「ネットワー

ク」では、左側で VPN の項目を選択

し、「構成」で接続設定を選択し

て、「接続」ボタンをクリックしま

す。状況が「接続済み」になると、

接続されています。切断は「接続解

除」ボタンをクリックします。 

システム環境設定の「ネットワー

ク」で「メニューバーに VPN の状況

を表示」のチェックを入れておけ

ば、VPN 接続のためのメニューがメ

ニューバーに追加されます。メニュ

ーバーより、構成を選択して、「接

続」の項目を選択します。切断もメ

ニューバーより可能です。 
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その他の便利なサービス 

Zoom を使って、大勢のメンバで議論をする際に、メモ帳やホワイトボードなどの機能が、メンバ間でオ

ンラインで共有できると便利です。トップエスイーでは、そのために、次に挙げるサービスが、これまでに

よく利用されています。参考のために、記載します。 

 

◼ メモ帳として、HackMD(マークダウンエディタ) 

➢ https://hackmd.io/?nav=overview 

 

 

 

◼ ホワイトボードとして、Miro 

➢ https://miro.com/app/dashboard/ 
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◼ テキストやファイルのアップロードによるチーム内のコミュニケーションツールとして、Slack 

➢ https://slack.com/intl/ja-jp/ 

 

 

 

◼ テキスト、ボイス、ビデオを使った総合的なコミュニケーションスペースとして、Discord 

➢ https://discord.com/ 
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◼ クラウド上で共有可能なオンラインストレージサービスとして、Google ドライブ 

➢ https://www.google.co.jp/drive/ 
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3. LMS 
LMS（学習管理システム：Learning Management System）は、講義科目ごとにコース（LMS 内で

のまとまったページ）を設置しています。コースに移動すると、テキスト配布のためのリンクや、ディスカ

ッションのためのフォーラム、レポート提出等の項目が見えます。これらは、リンクをクリックして進め

ば、ファイルを取得することや、該当するページに移動して操作することが可能になるので、使用方法はこ

こでは説明しません。以下、説明が必要な内容に絞って説明します。LMS の URL は以下の通りです。 

✓ https://lms.topse.jp/ 

補講用ビデオ閲覧方法 

 欠席した講義を視聴したい、復習のため改めて講義を視聴したい場合に、講義の要素を収めた補講用ビデ

オを LMS から参照できます。LMS にログインし、講義科目のコースに入ります。補講用ビデオのリンク

がページ内にあるので、それをクリックすれば参照できます。 

課題の提出について 

 課題の提出方法は 2 通りあります。それぞれについて方法と注意点を説明します。 

課題提出ボタンがない場合 

 課題提出の画面で、「課題を提出する」ボタンがない場合があります。受講生からは以下の提出画面が見

えます。「提出を編集する」というボタンがあり、このボタンをクリックして移動したページで、ファイル

をアップロードできます。提出

したファイルを差し替えた時に

は、「提出を編集する」を再度

クリックして提出ファイルの編

集ページに移動し、以前のファ

イルを削除して、新しいファイ

ルをアップロードします。最新

のファイルが提出結果となりま

す。 

 

課題提出ボタンがある

場合 

 課題提出のページに「提出を

編集する」だけでなく、「課題

を提出する」ボタンがある場合

もあります。「提出を編集する」ボタンは、前述の通り、ファイルのアップロードや差し替えができます。

一方、「課題を提出する」ボタンをクリックすると、以後、ファイルのアップロードができなくなります。

つまり、「レポートが完成した」ということを明確に講師に伝えることができます。逆に、このボタンを押

さない限り、講師は提出されたことがわからず、採点ができませんのでご注意下さい。 



20 

 

 「課題を提出する」ボタンをクリックした後は、「提出を編集する」ボタンは表示されなくなります。も

し、間違えて「課題を提出する」ボタンを押してしまった場合、受講生側ではどうすることもできません。

講師は提出を取り消して再度ファイルのアップロードが可能な状態に変更できるので、講師宛にメールを出

して、状態の変更を依頼して下さい。 
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4. 受講生ポータル 
 受講生ポータル（https://sp.topse.jp/）では、講義受講に必要な情報の参照や、入力ができます。LMS

と受講生ポータルに機能が別れていますが、講義の内容については LMS、講義の履修や出席、スケジュー

ルなどは受講生ポータルを参照するようになっています。以下はトップページで、それぞれのボタンの機能

を簡単にまとめておきます。どのページも、モバイルでも参照できるようになっていますが、デザイン上ど

うしても縦横のスクロールが必要なこともあり、完全には対応できていません。PC およびスマホのいずれ

か操作しやすい方で利用してください。 

 本ガイドでは、履修科目選択と出席・遠隔申請、およびそれらのページから利用する議事録について、詳

しく説明をします。  

 

 

講義予定カレンダー 1 年の講義予定カレンダー 

シラバス 受講生用シラバス。メインサイトと同様な情報に加えて使用するソフトウェアの

情報が追加されています。 

講義予定 iCalendar 講義ごとに、講義予定を iCalendar 形式で提供。講義スケジュールの変更があれ

ば、読み込み直してください。 

LMS(Moodle) https://lms.topse.jp へのリンク 

共有情報[LMS] LMS にある「共有情報」コースへのリンク 

履修科目選択 科目ごとに「履修」「非履修」「聴講」を選択します。 

出席・遠隔申請 出席の入力や、遠隔申請を行います。 

講師 ML 講師に送信できるメールアドレス（講師全員がメンバーに入っているメーリング

リスト）を表示します。 

登録情報変更 勤務先の所属部署が変わったなど、出願時の情報が変更された場合、こちらで修

正ができます。一部、修正するためには事務局に連絡が必要な項目もあります。 

パスワード変更 ログインアカウントのパスワード変更を行う Web ページへのリンク。2 章で説

明した VPN 接続が必要です。 

https://lms.topse.jp/
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「履修科目選択」のページ 

 「履修科目選択」のページでは、原則として、履修できる科目の全てが一覧で見えているはずです。も

し、シラバスにあるにも関わらず、リストに存在しない項目があれば、事務局までお知らせ下さい。リスト

への追加や削除は、受講生はできません。実際の科目リストは、自身でログインをして確認して下さい。 

 

 通常の講義は、前の画面ショットの「統計学と最適化」以下の科目のように、「履修ステータス」がポッ

プアップメニューになっています。既定の状態は「非履修」ですので、講義として取りたい場合には、「履

修」「聴講」を選択して下さい。講義の締切日が表示されているので、遅れないように履修登録して下さ

い。 

 通常の講義で、履修締め切り後、開講日から 2 週間以内は、「テスティング(基礎)」のように、履修ステ

ータスに、「取消に変更」「聴講に変更」などのボタンが表示されます。ステータスの変更をしたいなら、

ボタンを押して下さい。そのまま履修するなど変更の必要がない場合にはボタンを押さないで下さい。 

 講義の最終日以降は、履修あるいは聴講の講義に限り、アンケートの「回答する」ボタンが表示されま

す。講義に対するアンケートにご協力ください。成績が講師より事務局に提出されれば、成績の欄に得点が

見えるようになります。 

 演習科目（ソフトウェア開発実践演習、プロフェッショナルスタディ、先端ソフトウェア工学ゼミ）につ

いては、必須科目であり、原則として「履修」状態を変更できません。また、アンケートは受講生ポータル

からは取りません。これらの科目については、このセクションの後の方で議事録など他のこととまとめて説

明します。 

「出席・遠隔申請」のページ 

 通常の講義については、受講生ポータルを利用して出席を取ります。ポータルのトップページから、「出

席・遠隔申請」を選択すると、以下のようなページが表示します。 

 ページの冒頭には、その日の講義について、「出席した」ボタンがあり、そのボタンをクリックすると、

出席したものとみなします。下の図では、講義名は「テスティング(基礎)」となっています。なお、ボタン

を押したら出席となりますが、欠席に戻すことはできません。なお、このページには、履修あるいは聴講と

なっている講義のみが表示されます。 



23 

  

 

 ページの冒頭にある「過去の出欠記録」をクリックすると、上の右の図のように、その日までの全出席記

録が日付順に表示されます。通常の講義については、過去の出欠記録を修正することはできません。 

自身に関する情報の変更 

 ポータルのトップページから、「登録情報変更」を選

択すると、以下のようなページが表示されます。勤務先

の部署や、電話番号の変更、成績通知先の変更などがあ

った時には、こちらのページで変更をしてください。そ

れぞれのフィールドから別のフィールドに移動する時

に、データベースに新しいデータが保存されるととも

に、その変更結果をメールで送信します。また、「ポー

タルに戻る」をクリックしてもデータの更新が行われま

す。 

議事録の作成 

 演習科目は、原則として、各自が別々のことを行うの

で、毎回の作業内容記載した議事録を作成していただき

ます。議事録の作成方法は、日程が決まっているもの

（ソフトウェア開発実践演習、先端ソフトウェア工学ゼ

ミの個別ゼミ）と、日程が決まっていないもの（ソフト

ウェア開発実践演習で講師が了承した場合、プロフェッショナルスタディ）に分かれます。また、個人で議

事録を作成する場合と、グループで作成する場合があります。それぞれ、議事録の作成方法を説明します。

なお、グループでの取り組みの場合は、議事録は 1 グループごとに 1 つで構いません。各自が記述するも

のではありません。 

決められた日程の場合 

 日程が決まっている演習科目では、グループで取り組むことが一般的ですが、ソフトウェア開発実践演習

の独自個人演習は、1 人で 1 つの議事録を作成することになります。 
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 日程が決まっている場合には、その日に「出席・遠隔申請」を選択すると、講義の枠が見えますが、これ

らの演習科目では、以下の図の「ソフトウェア開発実践演習」のように、「議事録作成」ボタンが見えま

す。この「議事録作成」ボタンをクリックすると、以下の右の図のように欠席から出席に変わり、「議事録

編集」ボタンが見えるようになります。個人で取り組む場合には、「議事録編集」ボタンをクリックして、

議事録を入力して下さい。 

  

 グループで取り組む場合は、メンバーの１人がまず、「議事録作成」ボタンをクリックします。そして、

その後に表示される数字 5 桁以上のコードを他のメンバーに伝達します。他のメンバーも、受講生ポータ

ルから「出席・遠隔申請」を選択すると、同じ科目の同じ日程の枠があるはずです。そして、「議事録作

成」ボタンが見えていますが、2 人目からは、コードの右のテキストフィールドに、1 人目が取得したコー

ドを入力して、「参加」ボタンをクリックします。すると、下の右の図のように、欠席から出席となり「議

事録編集」ボタンに切り替わります。3 人目以降も 2 人目と同様に操作して、コードの入力を済ませて下さ

い。 
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コードの入力を間違えた場合 

 もし、間違えたコードを入力した場合、コード

の数値をクリックして下さい。すると、以下の図

のようなメッセージが表示されるので、OK ボタン

をクリックすると、コードが消されて、最初の状

態に戻ります。 

議事録の入力 

 「議事録編集」ボタンをクリックす

ると、議事録の入力ができます。科

目、日付、出席者は自動的に設定され

た項目であり、入力は不要です。な

お、出席者の中で、議事録を作成した

人の左側のチェックをオンにしてくだ

さい。 

 指導者については、「追加」ボタン

をクリックしてポップアップメニュー

を追加し、講師名を選択してくださ

い。講師の人数分のポップアップメニ

ューを作成して、氏名を設定してくだ

さい。 

 時間と場所、そしてテキストエリア

に議事録本体を入力して下さい。議事

録本体に記載すべき内容はページの下

部に説明があるので、そちらを参考に

して下さい。 

 なお、このページは、閉じてしまう

と入力内容が保存されない可能性があ

ります。入力後、テキスト入力領域の外側をクリックするか、「出席確認へ」あるいは「ポータルへ」のリ

ンクをクリックしてください。そのタイミングで保存されます。議事録はどのメンバーが入力しても構いま

せんが、文書の同時編集には対応していないため、同じ時点では、必ず誰か 1 人が入力するようにしてく

ださい。 

個別の日程で行った場合 

 プロフェッショナルスタディや

ソフトウェア開発実践演習で、

「出席・遠隔申請」を選択して

も、今日の枠が表示されない場合

があります(プロフェッショナルス

タディではもともと表示されるこ

とはありません)。その場合、日程

の入力から行う必要があります。 

 まず、受講生ポータルから「履

修科目選択」を選択して、科目一

覧を表示します。以下の図では上

から 2 行目の「ソフトウェア開発
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実践演習」のように「議事録作成」ボタンが表示されています。議事録作成が必要な日に、この履修科目選

択にある「議事録作成」ボタンをクリックしてください。 

 そして、受講生ポータルに戻り、「出席・遠隔申請」を選択すると、講義の枠が新たに見えるはずです。

日付と時刻は、前のボタンをクリックした日時になります。時刻はここでは無視して、日付のみが記録とし

て採用されます。以後は、前に説明した通り、「議事録作成」ボタンをクリックし、さらに「議事録編集」

ボタンをクリックして、議事録の作成を行ってください。 

  

 複数メンバーのチームの場合、2 人目以降は、「履修科目選択」の「議事録作成」ボタンを押し、さらに

「出席・遠隔申請」を選択したページで、1 人目の人から聞いたコードを入力して 1 つの議事録に複数の受

講生を対応付けます。その後に、議事録を作成してください。 

過去の日付の議事録 

 「過去の出欠記録」をクリックした場合、議事録作成

が必要な講義では、講義当日と原則変わらない状態にな

っています。後日、追加入力することもできます。 
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5. 交流ツール 
 トップエスイーでは、受講生の交流のためいくつかのサービスを利用しております。 

以下にそのサービスについて記載いたします。 

 

Slack 

 17 期生向けにワークスペースを作成しており、参加することで他の受講生や講師とチャットできます。

また、班などでチャンネルを作成してグループでのチャットも可能です。すでに参加方法についてはお伝え

済みですが、登録の方法などわからないという場合は事務局までご連絡ください。 

 

oVice 

 Web ブラウザから、実際に講義室で他の受講生や講師と会話をしているかのように使用できるツール

で、音声、ビデオでのやりとりが可能です。また、チャット、画面の共有なども使用でき、活用すればトッ

プエスイーでの学びを円滑に進めることが可能です。 

■アクセス先 U R L、パスワード 

URL:https://topse-students-2022.ovice.in 

パスワード：:topse17 

※使用できるのは 2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日までです。 

■各自、相手から識別されるように、「班名：名前」で入室してください。 

■利用ガイドは下記の公式サイトをご覧ください。 

https://www.notion.so/oVice-b2612ff6c32d402db73514f7236bd75e 

https://www.notion.so/oVice-c95380de950b4235a9c07de30be70f1d 

https://www.notion.so/oVice-278e8dd6803e4df1b81da2080fd811e4 

■オンライン交流サイトには下記があります。 

・班テーブル：自由な交流 

・開講中講義の部屋：履修している科目に関して情報交換など 

・事務局テーブル：事務局への相談など 

■なお、開講中講義の部屋への入室は目的とする部屋をクリックしてください。 

（自分のアバターをドラッグしても入れません）。 

■毎週木曜日の 18:20-19:50 を公式のオープン時間とします。 

また、メンテナンス時間を除いて、原則として 24 時間オープンとしていますので、自由に活用してくださ

い。 
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